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＜連絡事項＞
・8/9、10は佐藤検査技師が不在となります。検体を提出する際は検査依頼書を使用して下さい。
・H30年度　第4回　院内研修を下記の日程で実施します。

　日　時：8月22日（水）、23日（木）17:30～18:30

　場　所：メンタル3階会議室

  テーマ：｢精神保健・障害者総合支援法（行動制限）｣

　講　師：西舘　翔子ＰＳＷ

 　
＜患者様連絡事項＞
・玉岡　公子様～躁状態であり他者への迷惑行為頻回のため本日9：00より終日隔離となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。開放中は奇声をあげ徘徊しているが、他者への迷惑行為はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。対面時の声高さや要求の多さ目立っているが、易怒性はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・玉岡　公子様～終日隔離中。対面時は多弁さあり話の切り上げ出来ずにいる。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・坂本　重雄様～バイタルサインの異常はない。痰鳴あり、適宜吸引を施行する。オムツ弄りはみられていない。
・三上　キネ様～バイタルサインの異常はない。マスク外しあり、介入を要している。膀胱留置カテーテルの交換を施行し、次回8/21交換予定。
・熊谷　樹里様～体温38.4～38.1℃で経過。咳嗽、咽頭痛みられている。クーリング施行し、食事は不食しているが、適宜水分摂取はできている。
・田村　真紀子様～多弁さやまとまりのない発言聞かれ、疎通不良。
　　　　　　　　　他者干渉あるがトラブルとなる事はない。
＜馬渡Ｄｒ診察＞
・熊谷　樹里様～咳嗽、咽頭痛訴え発熱続いているためセフジトレン(１００)
　　　　　　　　レスプレン(２０)、カロナール(２００)　３×毎食後で５日分処方。
・西村　ウメ様～日中の活動量低下しているため、ロラゼパム２Ｔ→１Ｔへ減量とな

　　　　　　　　他同内容で７日分処方。
・八木田　クニ様～グラマリール（100）→（150）へ増量となり、他同内容で7日分処方。
・馬場　清様～臨時薬同内容で7日分処方。南病棟への移動可。
・駒木　洋士様～バルプロ酸Na徐放（200）1×夕中止となり、他同内容で7日分処方。
・高坂　キヨ様～臨時薬同内容で7日分処方。オムツ外しある為、必要時ミトン着用可の指示あり。
・小笠原　芳明様～「仕事があるので外出したい」と話す。プログラム的には認められていないと説明するが、仕事のトラブルがあってどうしてもと希望あり。無断離院をしないことが約束でき、その旨を家族へ伝え、もし付き添い可能であれば2～3時間、最大半日までの外出を許可となること説明している。

＜新入院患者様ケース検討＞
氏    名：古川　忍様

生年月日：昭和17年10月17日　75歳

病    名：アルツハイマー型認知症

性    別：女性

病　　棟：東病棟Bユニット1号室

主治医  ：馬渡Dr

入院形態：医療保護入院

(経過）

Ｈ23年頃より認知機能の低下が認められており、「家の中の物が無くなった」などと訴えることがあった。Ｈ29年頃より長男様に対する、被害妄想が増悪。本人の姉へ連絡し「(長男に)物を盗られた」と相談することがあった。実際に長男様に詰め寄り、大声で怒鳴る・叫び続ける様子が見られていた。最近では、本人から姉様に相談している中で「長男を殺して、自分も死ぬ」「殺す為、枕元に包丁を準備している」などと話す事があった。Ｈ30年6月に東八戸病院を初診。家族管理が難しいことを伝えたうえで入院治療についても相談するも、同院には「入院はさせられない」との返答があったことから、同院への対応に不満を抱き通院を中断。当院への受診、入院治療を希望し本日受診。精査、加療のため東Bユニットへ医療保護入院となる。
